
　

礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

早天の窓

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

ことができませんでした。そして本来自分のものであったものを失ったこと
に気づき、「私も」と泣いて言ったのです。私たちにもそのようなことはな
いでしょうか。神様から任されたものを適当に扱っていないでしょうか。そ
して文句を言ったりしていないでしょうか。
　マルタとマリヤは同じ「悲しみで激しく泣く女」でしたが、マルタはイエ
ス様を迎えに行き、マリヤは座っていました。マルタは悲しみがゆえに、待
つことができず、「私の兄弟は死ななかったでしょうに」と文句を言ってし
まったのです。マリヤはどのように悲しみをイエス様に伝えたのでしょうか。
イエス様はそのあと「もしあなたが信じるなら…」と言われています。私た
ちは、今置かれている場所に意味があると信じているならば、態度を変えな
ければいけません。私たちにはすでに、「死」では終わらない、恵みに富ん
だ良い道が用意されています。

　エル　神と　アーザル　助ける⇒神は助ける、主は我が助け
『ヨセフは実を結ぶ若枝、泉のほとりの実を結ぶ若枝、その枝は垣を超える。
弓を射る者は彼を激しく攻め、彼を射て、悩ました。しかし彼の弓はたるむ
ことなく、彼の腕はすばやい。これはヤコブの全能者の手により、それはイ
スラエルの岩なる牧者による。あなたを助けようとされるあなたの父の神に
より、また、あなたを祝福しようとされる全能者によって。その祝福は上よ
りの天の祝福、下に横たわる大いなる水の祝福、乳房と胎の祝福。』（創 49：
22－25）
「ラザロ」とは、ヨセフが飢饉や苦難の中で、神の祝福をもって自分の民族
を救ったように、「死」のように、もう終わってしまったと思われるような
ことを通して祝福をもたらす約束であるということです。ヨセフが助かった
ように、神様は必ず苦難の中から助けてくださいます。その方法は、トマス
のように死についてくことではなく、死を恐れていた人が、死をも恐れずに
神様と共にその道を進めることです。

　『イエスは言われた。「わたしは、よみがえりです。いのちです。私を信じ
る者は、死んでも生きるのです。また、生きていてわたしを信じる者は、決
して死ぬことがありません。このことを信じますか。」彼女はイエスに言った。
「はい。主よ。私は、あなたが世に来られる神の子キリストである、と信じ
ております。」』（ヨハネ11：25－26）
死にさいなまれて生きるようになった私たちは、比較・劣等感から安心を求
めてしまいます。そして神様を失い、自分を失ってしまいます。神様は、そ
のような恐れから解放されて、自由にされた生き方を与えたいと願ってくだ
さっています。神様は私たちを救う計画を立ててくださっています。愚痴や
不満を言う人生を辞めて自由になりたいと思うならば、アブラハムのように、
神様に心を向け、感謝して喜んでついていくことを選ぶ決断をすることです。
そのとき神様の栄光があらわされます。

　彼の父はアル中で暴力をふるう人でした。子どもができると妾にしていた
女性に育てさせました。彼は自分の人生が無意味に思え、父親のことを何度
も殺そうと思っていました。父親が亡くなると、自分が母親の本当の子ども
ではないことを知りました。彼は自分の存在意義が分からなくなっていまし
た。そんな彼がイエス様と出会い、牧師になり多くの人を導くリーダーとな
りました。イエス様は、無意味だと思っていた彼の人生に対して、今存在し
ている意味があることを教えてくださいました。トマスと同じように、「死」
を見ていた彼に、「永遠のいのち」を見えるようにさせてくださいました。

永井 比和子

来週の奉仕者
（９月１７日）

今週は…ヘブル6：13～ヘブル9：22

　～リビングライフより～

「一羽の雀」「一羽の雀」

（ ２０２３ 年９月３日 ） 

（要約者：神達 良子）

石井十次
ミュージカル

石井十次
ミュージカル

　昨日のリビングライフでは『成長する信仰、 愛による熱心な奉仕 ( ヘブル人への
手紙6:1～12)』が語られました。
この箇所は、すでに救いを得た信者に向かって語られているもので、テーマは霊
的成熟です。彼らは、霊的に成熟する努力を怠っていました。もっと言うと、彼
らはユダヤ人信者であり、すでに恵みと信仰による救いを受けているにもかかわ
らず、律法による救いに回帰しようとしていたのです。ここに書かれた警告は、
霊的成熟を目指して前進せよという勧めです。救いを失った人が実際に出ている
ということではありません。「しかし、いばらやあざみなどを生えさせるなら、無
用なものであって、やがてのろいを受け、ついには焼かれてしまいます (８節 )」
とあります。もしこの警告に耳を傾けないなら、神の厳しい訓練を受けることに
なります。神の訓練の中には、肉体的死も含まれます。一度救われた私たちは、
永遠に救われています。だからと言って、勝手気ままの自由気ままに生きればよ
いと言うことではありません。
　イエスキリストを信じる信仰によって救われた私たちは、内住の聖霊に導かれ、
安心して地上生涯を全うすることができるのです。さらに「それらはあなたがた
が神の御名のために示してきたことで、聖徒たちに仕えてきたこと、また仕え続
けていることです (10節 )」と記されます。つまり、神の御名のために聖徒たちに
仕えてきたこと、また今も仕え続けているという働きと愛を、神は決して忘れる
ことなく報いてくださると保証されているのです！そして、11，12 節では、｢私た
ちは切望しています」ということばから始まり、｢あなたがた一人ひとりが、同じ
熱心さを示して、最後まで希望についての確信に満たされ続けることを」と記され、
その目的が、｢それは怠け者となることなく、倣う者となることです。信仰と忍耐
とによって、約束されたものを受け継ぐ人たちに」と記されます。つまりここでは、
怠け者になることなく、信仰を全うした人の模範に倣うということが強調されて
いるのです。
　私たちの信仰に関して、ある部分では｢熱心に信じていたけど…」信じられなく
なることがあるという経験があるかもしれません。信仰の本質とは、15～ 17 節
にあるように｢希望についての確信に満たされること」｢約束されたものを受け継ぐ
こと」にあります。神が開いてくださった可能性に心を開き続け、自分の身を差
し出し続けるなら、あなたの将来はどんどん開かれて行きます！主ご自身があな
たを守ってくださいます。

牧 一穂 牧師
日名 洋
牧 唯恵 伝道師 
眞砂 香和
河島 弘子

　

9 月の誕生者
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　とある家に蛇が迷い込み、それを見た夫人は大騒ぎで主人を呼びます。主
人は棒を持ってソファの下で探します。バタバタしている主人を見て、今度
は犬が自分と遊んでもらえると勘違いして、主人のところに寄ってきました。
犬の濡れた鼻が主人の足にチョンと当たっただけでしたが、主人は蛇にかま
れたと勘違いして、「痛い！」と大騒ぎで気絶してしまいます。それを見た
夫人は毒蛇だと思い込み、救急隊を呼びました。救急隊はストレッチャーで
主人を運ぼうとしていたのですが、急に出てきた蛇に驚いて、主人を落とし、
主人は腕が曲がるほど骨折してしまいました。夫人はそれを見てまた大騒ぎ
…。そんな中、蛇は静かに家を出ていきました。
　蛇はたまたま家に迷い込んで、冷静に出ていっただけですが、周りは勘違
いの連続で大騒ぎになってしまいました。私たちは、ほんの小さな勘違いか
ら、大きな影響を受けることになってしまうのです

。
　道を歩く男性が札束を落とす実験の動画を見ました。動画の中では、歩い
ている男性が札束を落とし、目の前でそれを見た人は男性に告げることもな
く拾って黙っていました。
　札束の場合は「私は本人に教える」と思う人が多いでしょうが、他の場合
ではどうでしょう。私たちは本当に願っていることができているでしょうか。
私たちの心には良心があり、99％はやるべきことが分かっているはずですが、
小さな誘惑の声によって怒りが生まれ、その怒りが本当にすべき行動に影響
を与えてしまいます。
神様は私たちに、心で信じたことを行うことを願ってくださっています。最
初から最後までをご存じな神様は全体を見て、最後にはその人が正しい判断
ができるように願ってくださっています。だから私たちは、一時のことに右
往左往してはいけないのです。

　今回の聖書箇所は、ラザロが病気にかかったシーンです。ラザロが死んだ
と聞いて、トマスは「私たちも行って、主といっしょに死のうではないか」
と言います。トマスは死に興味があり、「この人と一緒ならもう死んでもいい」
と思っていたのですが、神さまがいう本当の「死」というものが分かってい
なかったのです。
　『この病気は死で終わるだけのものではなく、神の栄光のためのものです。
神の子がそれによって栄光を受けるためです』（ヨハネ11：4）
「栄光」カーヴォ―ド
　『さてヤコブはラバンの息子たちが、「ヤコブはわれわれの父の物をみな
取った。父の物でこのすべての富をものにしたのだ」と言っているのを聞い
た。』（創31：1）
　ヤコブは妻をもらうために、叔父のラバンのもとで理不尽の中、長く働く
ことになりました。そのような理不尽を通った後、ヤコブは栄えました。理
不尽なラバンを通してヤコブに祝福があるならば、私たちを愛してやまない
天の父が私たちに祝福を与えてくれないはずがありません。
　私たちは「死」というものに興味を持っています。この「死」は悪魔が与
えた罪からくる実なのです。神様はその「死」について期限を設けず、私た
ちはそれを知らなくていいと決められました。知らないからこそ、正しく行
うように、自由意思を与えてくださったのです。
　神様は「死」と思えるようなものを通しても、必ず栄光を見させてくださ
います。苦しみや悲しみの中にあるときこそ、「主に委ねます」といえるか
どうかで、私たちの人生は変わってきます。

「ベタニヤ」家、国
『あなたの子孫は、自分たちのものでない国で寄留者となり、彼らは奴隷と
され、四百年の間、苦しめられよう。しかし、彼らの仕えるその国民を、私
がさばき、その後、彼らは多くの財産をもって、そこから出てくるようにな
る。』（創15：13－14）
　ベタニヤとはイチジクの町＝イスラエル＝苦しめられる＝失われた民とい
うことです。ユダヤ人は神様から選ばれた民でしたが、「死（罪）」を恐れて
生きていました。神様はその「死」という概念を捨てるように、その死は「死」
だけで終わるのではないという事を伝えてくださっています。イエス様は、
エルサレムから 3 キロ離れたこのベタニヤに行き来していたのには意味があ
り、失われた民を探しておられたのです。この失われた民は私たちそのもの
なのです。

『イエスはマルタとその姉妹とラザロとを愛しておられた。』（ヨハネ11：5）
マルタ　マル　苦い、激しい、苦み、苦しみ
マル　マーラル　苦しめる、激しく泣く
マルタとマリヤは「苦しみと貧しさの町（ベタニヤ）に住んでいる激しく泣
く女」という意味がある。
　『エサウは父のことばを聞くと、大声で泣き叫び、ひどく痛み悲しんで父
に言った。「私を、お父さん、私も祝福してください」』（創27：34）
　エサウは長子の権利を軽視し、弟に譲ってしまい、素晴らしい恵みを得る
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お祈り

25日   永井千愛
27日   西嵜達也
29日   山本賢
30日   泉水京子

19 日   富岡千秋
19 日   富岡牧
20 日   楢村紗枝
20 日   澤口明子
21日    三村直輝    

  8 日   佐藤仁美
  8 日   藤原友規子
 13日   牧希穂乃
 

16 日  岩﨑晃輝
16 日  鈴木智子
17 日  小林茂
18 日  丸井克己
 

              　 1 日   淺野愛可
1日   新開彩
2日    眞砂永一
3日    青木容子

岩﨑櫻

 

神様。私にたくさんの恵みに富んだ良い道を用意してくださっているの
に、小さな誘惑で道からそれてしまう弱さがあります。そして、あなた
が与えてくださっているものを軽視し、今の状況に不満を言い、不安が
ゆえに安心を求めてしまう弱さもあります。今日もう一度、違うものに
心が奪われているなら捨て去る決断をします。神様、死を死で終わらせ
ない神様の計画を信じたいです。自分の人生を変えたいです。そして、
本当の自分を探したいです。あなたに心を向け、苦難の中にあるように
感じるとき、感謝を口にし、喜ぶことができますように。

：

　最近、日課のように、お庭にお米やパンくずを撒いて、
スズメたちが来るのを楽しみにしています。
最初は3、4羽が餌を求めてやってきましたが、いつの間にか、
どこかで声だけピヨピヨと聞こえていた雛も巣立って親と
一緒に飛んで来ます。
　私が、餌やりを忘れていたときには、私のいるリビング
の前の木の枝に 2、3 羽が止まって、私に催促するように、
私の方を見てチュンチュン。とても可愛くて、毎朝の楽し
みになっています。
　おっとりした子、リーダー的な子、警戒心の強い子、1羽
1羽神様が雀でさえ個性をお与えになっています。大雨の中
でも飛んでくる力と勇気も神様からのプレゼントです。
　こんな小さな鳥さえ、慈しんで、守り、育てておられる
神様は、それ以上に私を今まで守り導いてくださいました。
私が歩けないほど苦しかった時は、子ども5人も共に背負っ
て歩いてくださいました。過ぎた人生を振り返ったとき、
あそこにもあの時にもあんなところにも主が共にいてくだ
さったことがこの年になってよくわかります。人生の山を
やっとこさ登ってきたときに、下を見下ろしてたくさんの
イエス様の足跡を見つけることができました。

　イエス様ありがとうございます。感謝でいっぱいです。
これからも何度イエス様に背負っていただくことでしょう
かイエス様最後までお見守り下さい
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ｺﾗﾑ（次 週）

：
：
：
：
：
：
:
:
：
：
：
：

唯恵 伝道師
日名 洋
日名 陽子
a藤原 友規子
神達 良子
西嵜 真由美
山本 淳平
李 雋英
行司 伝道師
泉水 京子
西嵜 孝之
岡本 享子
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主  日  礼  拝主  日  礼  拝

家に迷い込んだ蛇

ベタニヤ

神様は良い道を用意してくださる

マルタとマリヤ

ラザロ（エルアザル）

信じてついていく

峯野龍弘牧師

ラザロの病気と死

    

てもて塾

岩﨑晃輝 鈴木智子

泉水京子

野上裕美子

丸井克己

永井千愛

曽我一裕 岡本絆

小林茂 富岡千秋 富岡牧

牧 希穂乃

楢村紗枝 澤口明子

西嵜達也

三村直輝

山本賢

 
 「生死感あなたは生きている?」
 あなたはどちらの国に生きるのか？失われた者Ⅳ

ヨハネ１1:4.14-21.25-27

チャーチミーティング

誕生者お祝い

じょいふるキッズ15：00~

じょいふるキッズ15：00~

ユース礼拝14：30～

長谷川先生
特別祈祷会 長谷川先生

神学生学び

18:30~ゴスペル自主練

18:30~ゴスペル自主練

18:30~ゴスペル自主練

kiki さん
ゴスペル練習

野外活動

野外活動


